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研究内容 
［１］炉壁材料の水素吸蔵特性に関する基礎研究 
・次世代エネルギーとして期待される核融合発電の

開発に寄与するため、核融合プラズマと炉壁材料
が織りなす様々な相互作用について研究を行っ
ている（図 1）。特に、核融合燃料である水素同位
体（重水素やトリチウム）が、炉壁材料であるタ
ングステンに吸蔵される現象に着目している。 

・タングステンの水素同位体吸蔵特性について基礎
研究を行っている。特に、核融合により生成する
中性子やヘリウムが、吸蔵特性に与える影響を調
べている。 

・中性子の照射による影響について、国内外のプラ
ズマ装置で実験を行った。また、シミュレーショ
ンによって解析し、照射欠陥に起因する捕捉サイ
トの増加とその捕捉エネルギーが高いことを確
認した。 

 
 
［２］核融合炉の炉壁における水素吸蔵量の予測 
・核融合炉を設計するにあたり、炉壁への水素同位

体の吸蔵は重要な課題である。炉壁への吸蔵によ
り、核融合の燃料が減少するだけでなく、吸蔵さ
れた水素の再放出がプラズマの定常維持に大き
な影響を与えるためである。 

・基礎研究で得られた知見をもとに、核融合原型炉
における炉壁全体の水素同位体吸蔵量を評価し
ている。中性子とヘリウムの効果をモデル化し、
それらも含めてシミュレーションを行っている。 

・中性子照射により吸蔵量は大きく増加することと、
ヘリウム照射により吸蔵量が減少することを示
した。また、吸蔵量が、運転時間の平方根に比例
して増加することも確認した。 

・現在、炉壁表面に形成される、タングステン堆積
層の影響を調べるため、シミュレーション計算を
続行している。 

 
［３］実機におけるプラズマ対向壁の調査 
・九州大学の球状トカマクプラズマ装置 QUEST に

おいて、プラズマに対向する壁面（プラズマ対向
壁）を調査して、実機におけるプラズマ-壁相互作
用を調べている。 

・真空容器内で、プラズマ対向壁の色の変化を調べ
るとともに、容器内に金属試験片の設置を行って
いる。プラズマ実験後に、試験片を取り出し、電
子顕微鏡による表面観察や、昇温脱離分析による
水素吸蔵量の測定を行っている。 
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